
風
信

　

踏
絵
は
、
長
崎
の
江
戸
時
代
に
お
け
る
年
中
行
事
の
一
つ
で
、
毎
年
、
正
月
四
日

か
ら
八
日
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
の
町
で
行
わ
れ
た
。

　

踏
絵
の
当
日
、
町
乙
名
は
年
番
町
年
寄
か
ら
踏
絵
を
借
用
、
組
頭
や
日
行
使
、
番

人
な
ど
を
と
も
な
い
、
町
内
の
住
民
全
て
の
踏
絵
を
行
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
、こ
の
踏
絵
の
代
表
的
な
資
料
と
さ
れ
る
の
が
、シ
ー
ボ
ル
ト
の『
日
本
』

の
挿
絵「
踏
絵
図
」で
、
こ
の「
踏
絵
図
」を
見
る
と
、
画
面
中
央
に
ま
さ
に
踏
絵
を
踏

む
男
性
、
そ
の
右
が
順

番
を
待
つ
家
族
、
男
性

の
左
に
裃
を
着
て
威
儀

を
正
す
の
が
町
乙
名
、
そ

の
向
か
っ
て
左
の
紋
付

羽
織
に
袴
を
着
け
た
二

人
は
町
組
頭
、
さ
ら
に
、

そ
の
右
の
紋
付
羽
織
に

長
着
を
着
て
、
宗
旨
改

帳
を
広
げ
て
い
る
の
が

町
日
行
使
で
あ
る
。

　

こ
こ
ま
で
は
、
確
か

に
踏
絵
の
風
景
で
あ
る

が
、
不
可
解
な
部
分
も

少
な
く
無
い
の
で
あ
る
。

　

そ
の
第
一
が
、
日
行

使
の
右
の
裃
を
着
け
、
両

手
を
つ
い
て
平
伏
す
る

男
性
。
さ
ら
に
は
、
裃

を
着
け
袴
を
か
ら
げ
て

土
間
に
土
下
座
す
る
男
性
、
同
じ
く
土
下
座
す
る
仲
間
の
格
好
の
男
性
は
、
ど
う
い

う
立
場
の
人
た
ち
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

町
乙
名
が
裃
を
着
け
る
の
は
当
然
で
あ
る
が
、
町
組
頭
で
す
ら
羽
織
姿
で
あ
る
。

町
人
宅
に
こ
れ
ら
裃
を
着
け
た
人
た
ち
や
仲
間
が
い
る
わ
け
は
な
く
、
何
と
も
不
可

解
な
の
で
あ
る
。
ま
た
、
踏
絵
を
踏
ん
だ
こ
と
を
確
認
、
宗
旨
改
帳
に
捺
印
す
る
日

行
使
は
、
踏
絵
を
踏
む
男
性
に
は
ま
る
で
背
を
向
け
、
全
く
お
構
い
な
し
と
い
っ
た

格
好
で
あ
る
。

　

こ
の
挿
絵
の
原
画
で
あ
る
川
原
慶
賀
が
描
い
た「
踏
絵
図
」（
オ
ラ
ン
ダ
・
ラ
イ
デ

ン
民
族
学
博
物
館
所
蔵
）を
見
る
と
、
画
面
の
よ
う
に
不
可
解
な
三
人
の
男
性
は
描

か
れ
て
い
な
い
し
、
さ
ら
に
は
、
日
行
使
も
、
こ
の
位
置
な
ら
踏
絵
を
踏
ん
だ
こ
と

が
確
認
で
き
る
納
得
の
い
く
位
置
な
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
こ
の「
踏
絵
図
」に
限
ら
ず
、『
日
本
』の
挿
絵
に
は
、
シ
ー
ボ
ル
ト

の
指
示
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
、
慶
賀
の
原
画
を
も
と
に
い
ろ
い
ろ
と
描
き
加
え

た
も
の
が
あ
っ
て（
シ
ー
ボ
ル
ト
の
理
解
不
足
も
あ
り
）、
注
意
を
要
す
る
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
野
口
文
龍
の『
長
崎
歳
時
記
』に
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
あ
る
。「
街
官

（
お
と
な
）（
略
）町
役
人
ど
も
付
そ
ひ
廻
り
、
家
毎
に
い
た
り
て
是
を
踏
す
」と
あ
る

の
で
、
町
内
の
家
々
を
廻
っ
て
踏
絵
を
行
っ
た
が
、
そ
れ
は
箇
所
持
町
人
の
家
に
の

み
限
ら
れ
て
い
た
。

　

こ
の
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
の
が
、
や
は
り
こ
の「
踏
絵
図
」で
あ
る
。

　

と
い
う
の
は
、
画
面
の
土
間
に
草
履
が
四
足
あ
る
が
、
こ
れ
が
町
乙
名
の
家
で
あ

れ
ば
、
四
足
の
草
履
の
な
か
に
、
少
な
く
と
も
一
足
、
そ
れ
も
女
の
子
用
の
草
履
が

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
全
て
大
人
用
の
草
履
で
、
し
か
も
、
キ
チ
ン
と
揃
え
て
い

な
い
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
四
足
の
草
履
は
、
町
乙
名
以
下
町
役
人
四
人
分
の
草
履

な
の
で
あ
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
画
面
の
踏
絵
の
場
所
は
、
男
性
の
家
と
い
う
こ
と

が
わ
か
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
町
乙

名
は
町
組
頭
以
下
を
従

え
、
町
内
の
箇
所
持
町

人
宅
を
廻
っ
て
踏
絵
を

行
っ
た
の
で
あ
る
が
、
普

通
の
町
は
午
前
、
も
し

く
は
午
後
と
決
め
ら
れ

て
い
た
。

　

た
と
え
ば
、
長
崎
歴

史
文
化
協
会
の
事
務
所

の
あ
る
桶
屋
町
の
場
合

は
、
踏
絵
は
正
月
六
日

の
午
前
中
と
決
ま
っ
て

い
た
。
文
化
七
年

（
一
八
一
〇
）当
時
の
同

町
の
箇
所
持
と
そ
れ
に

準
ず
る
町
人
は
、
三
十
八

軒
百
十
八
人
で
あ
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
長
崎
警
察

署
の
東
側
、
現
在
の
桶

屋
町
六
十
一
番
に
あ
っ
た
町
乙
名
藤
家
宅
を
ス
タ
ー
ト
に
、
一
番
か
ら
三
十
二
番
、

こ
こ
で
中
島
川
の
所
を
Ｕ
タ
ー
ン
し
て
三
十
四
番
か
ら
六
十
七
番
と
、
現
在
の
桶
屋

町
を
半
時
計
ま
わ
り
に
廻
り
、
昼
に
は
終
わ
る
の
で
あ
る
。

　

だ
か
ら
、
そ
れ
は
そ
れ
は
と
て
も
慌
た
だ
し
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
さ
に
さ
っ
と

や
っ
て
来
て
、町
乙
名
以
下
が
座
を
し
め
る
と
、早
速
踏
絵
が
始
め
ら
れ
、終
わ
る
と
、

慌
た
だ
し
く
次
ぎ
に
移
動
す
る
の
で
、「
踏
絵
図
」の
よ
う
に
草
履
を
揃
え
る
暇
な
ど

は
と
て
も
無
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
踏
絵
は
そ
れ
ぞ
れ
の
箇
所
持
町
人
宅
で
行
わ
れ
た
、
ち
な
み
に
借

屋
人
た
ち
の
踏
絵
は
、桶
屋
町
の
場
合
、借
屋
人
は
百
七
十
軒
三
百
七
十
五
人
で
あ
っ

た
が
、
箇
所
持
町
人
の
踏
絵
の
終
了
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
主
宅
で
踏
絵
が
行
わ
れ
た

の
で
あ
る
。

�

（
長
崎
史
談
会
会
長
）
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平
成
二
十
五
年
六
月
十
日

踏
絵
と「
踏
絵
図
」

○
本
稿
で
は
、
な
る
べ
く
中
央
の
風
信
は
避
け
、
地
方
色
の
濃
い
便
り
を
記
す
こ
と
に
し

て
い
る
。
さ
て
、
長
崎
の
六
月
一
日
と
言
え
ば
、
長
崎
の
氏
神
諏
訪
神
社
・
本
年
度
祭

「
長
崎
く
ん
ち
」の
第
一
歩
・「
小
屋
入
り
」の
日
で
あ
る
。

○
今
年
は
、
当
長
崎
歴
史
文
化
協
会
事
務
所
が
あ
る
桶
屋
町
が
七
年
に
一
度
ま
わ
っ
て
く

る「
奉
納
踊
町
」で
あ
り
、
町
を
あ
げ
て
協
力
す
る
と
の
事
。
よ
っ
て
本
協
会
に
も
町
内

よ
り「
是
非
、
参
加
協
力
し
て
下
さ
る
よ
う
に
」と
の
事
で
あ
っ
た
。

○
当
日
は
朝
七
時
・
正
装
に
て
町
内
天
満
宮
前
に
集
合
。
町
印
の「
天
狗
の
団
扇
」を
染
め

た
町
旗
を
先
頭
に
シ
ャ
ギ
リ
を
加
え
一
同
行
列
を
組
み
、
午
前
八
時
諏
訪
社
、
引
き
続

き
伊
勢
宮
・
八
坂
神
社
と
長
崎
三
社
を
巡
拝
。
午
后
は
町
の
若
い
人
達
が
中
心
と
な
っ

て
唐
人
パ
ッ
チ
姿
で
シ
ャ
ギ
リ
衆
と
御
一
緒
に
本
年
度
の
年
番
各
町
・
各
踊
町
事
務
所

に
挨
拶
廻
り
に
出
か
け
ら
れ
た
。

○
本
会
よ
り
餅
田
理
事
を
中
心
に
男
女
十
三
名
が
参
加
、
一
同
大
い
に
感
激
し
て
帰
っ
て

こ
ら
れ
た
。

○
次
の
日
、
韓
国
Ｋ
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ
局
よ
り
来
訪
あ
り
。「
長
崎
に
於
け
る
食
文
化
は
、
日
本

の
洋
食
文
化
発
祥
の
地
」と
考
え
ら
れ
る
の
で
、其
の
取
材
に
来
ら
れ
た
と
の
事
。早
速
、

資
料
を
用
意
し
て
差
し
上
げ
た
。

○
翌
日
、
長
崎
県
九
條
の
会
例
会
あ
り
。
六
月
十
六
日
午
后
一
時
よ
り
長
崎
カ
ト
リ
ッ
ク

大
司
教
を
中
心
に「
憲
法
を
考
え
る
会
」が
開
催
さ
れ
る
の
で
、
共
催
を
す
る
事
に
な
っ

た
と
の
事
。（
会
場
は
長
崎
大
学
医
学
部
記
念
堂
）市
民
の
皆
様
是
非
御
参
加
下
さ
い
と

の
事
。

○
長
崎
女
子
商
業
高
校
よ
り
、
本
年
も
同
校
の
河
内
先
生
指
導
の
歴
史
研
究
会
の
生
徒
さ

ん
達
が
来
訪
、
種
々
の
質
問
あ
り
。
大
変
に
ぎ
や
か
で
あ
っ
た
。

○
今
月
は
次
の
書
籍
を
頂
い
た
。

　

宮
川
雅
一
理
事
よ
り『
長
崎
県
近
代
化
遺
産
め
ぐ
り　

夢
の
遺
産
』　

長
崎
県
下
の
近
代
産

業
遺
産
群
を
ま
と
め
た
本
で
石
炭
産
業
、
造
船
、
防
衛
な
ど
新
知
識
が
収
集
さ
れ
た
も

の
で
、
多
い
に
参
考
に
な
っ
た
。（
長
崎
新
聞
社
刊　

一
、八
〇
〇
円
）

　

緒
方
源
信
先
生
よ
り『
共
存
の
心
や
わ
ら
ぐ　

長
崎
の
街
』　

世
の
中
の
平
和
、
毎
日
を

幸
せ
に
と
、
緒
方
先
生
よ
り
何
時
も
お
教
え
い
た
だ
い
て
い
る
事
が
ま
と
め
ら
れ
て
い

た
。（
ゆ
る
り
書
房
刊　

七
〇
〇
円
）

　

西
日
本
文
化
協
会
よ
り『
西
日
本
文
化
№
４
６
７
』　

特

集
・
黒
潮
の
道
の
島
々
を
中
心
に
し
た
各
種
論
文
と
辰
野

金
吾
の
ル
ー
ツ
を
た
ど
る
等
、
多
い
に
勉
強
さ
せ
ら
れ
る

事
が
多
か
っ
た
。（
西
日
本
文
化
協
会
刊　

五
〇
〇
円
）

原
田
　
博
二

「踏絵図」（シーボルト『日本』所収）川原慶賀筆「踏絵図」


